
谷戸大竹レポート  第 ９ 号 

     伊勢原市・谷戸大竹自治会    平成25年11月１日  
 

   障害物リレーで３連覇！  10.13 体育祭 
        ・・・総合でも２位につける！・・・ 
 障害物リレーで、一昨年、昨年に続いて優勝、まさかまさかの３連覇を達成しました。その瞬間は 

体育祭に参加した当自治会の全員、拍手と歓声で大騒ぎ。さらには、大縄跳びや地区別対抗リレーで 

も好順位につけて、８自治会対抗の総合順位でも２位、準優勝に輝きました。素晴らしい１日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    当自治会内の  緊急一時避難場所 は３箇所です。 
……新しい表示板を設置しました…… 

 災害緊急時にまず一時的に避難して状況を見極める「緊急一時避難場所」を、 

当自治会では本年から３箇所（従来は２箇所）とし、それぞれに新しい表示板 

を設置しました（６月下旬）。３箇所の避難場所は次の通りです。 

① １班区域内の田中勇功さん駐車場 ＝ １班、ウインドコート、アーバン 

ヒル、周辺事業所が対象 

② 谷戸集会所前 ＝ ２班、３班、４班、周辺事業所が対象 

③ ひかり幼稚園北側の戸田誠一さん駐車場 ＝ ５班、６班，７班、八幡台 

     ヒルズ、チェリーブロッサムが対象 

←新しい表示板 

の設置作業は、 

 班長ら役員が 

協力して。 
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9.15 敬老会 
 

 おめでとうございました。 

いつまでもお元気でいて 

 ください。 

 
当自治会区域内の７０歳以上（平成26年４月 

１日を基準として）の方は、５７名となりまし 

た。 

本年の敬老会ご出席者は１６名の方々でした。 

皆さん、お達者で喜ばしい限りでした。 

 

  防災用品が充実しました。 
    ハンドマイク １➔３ 

市の防災課に支給申請していたハンドマイクと懐中電灯がこの 

夏に届き、当自治会の防災用品が、多少ですが充実しました。 

（ハンドマイクは以前から赤色のものが３台あったのですが、電 

池の液漏れで２台が使用不能状態でしたので市へ支給申請したも 

のです） 

☆ハンドマイク ＝ 白い２つのマイク支給で合計３つ 

☆懐中電灯   ＝ ３個支給で合計５個 

このほか、昨年度市から支給された担架１台、自治会所有の石油ストーブ２ 

台、スコップ、ブルーシートなどもあります。これからも少しずつ防災用品を 

充実させて行きます。 

 

 「自主防災会規則」の文書も改訂   
「谷戸大竹自主防災会規則」     第４版 

「災害時要援護者支援実施マニュアル」第２版 

 2011年３月11日の東日本大震災は痛ましい爪痕を今なお各所に残し 

ています。あの大震災を契機として、南海トラフ巨大地震など複合巨 

大地震の発生可能性、関東大震災の再来や富士山の大噴火による降灰 

なども、現実味を帯びたものとなり、大災害は我々にとっても他人事ではなくなっています。 

そこで当自治会では昨年度１年間、班長を始めとした役員全員で、地域防災活動の重点事項の整理と 

検討を重ね、本年７月、上記２文書の改訂版発行に至りました(自治会員の各戸にも配付済みです)。 

検討・改訂にあたっては、分かりやすく、よりきめ細かい運用ができることをめざしました。 

また、災害対応・防災活動・避難活動は、自助努力・各人の判断が第一にあるのは当然ですが、班員 

全員が協力して諸活動に対応していただきたいこと、各班のリーダーは班長、前任班長、前々任班長と 

いった順とし、災害時要援護者の避難活動などを率先リードしていただきたいことなどが改訂の重点事 

項です。 

大磯線歩道（通学路）への防犯灯設置が決定 
 当自治会は昨年度、自治会区域内を走る主要地方道・相模原大磯線（通称大磯線）の両側歩道への防 

犯灯設置要請を市に提出しましたが、大磯に向かって左側の歩道については設置決定し、本年度中に施工 

されることとなりました。同歩道は平成11年度から竹園小通学路となっており、防犯灯設置区間は約300 

ｍ、10灯が予定されています。その反対側歩道については未定ですが、まずは一歩前進です。  


